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　The purpose of this study was to elucidate some of the characteristics of young children’s vocal 
reproductions of Japanese children’s songs (warabe-uta) which had just been taught to them. The 
subjects were 38 five-year-old children, attending 4 different kindergartens. Their vocalizations were 
compared to the correct fundamental frequencies, with special attention paid to overall pitch and the tone 
intervals reproduced.
The following general observations could be made from the study results: 
　１ ．The children tended to diminish rising tone intervals, resulting in the songs generally being sung 
at an incorrectly-low pitch overall,
　２ ．After finishing one word cluster and beginning a second word cluster, the first note of this second 
cluster was often pitched too low, and too close to the last note of the previous cluster,
　３ ．The natural intonation of the way words in the lyrics would be spoken in everyday speech tended 
to affect the way the children sang them within the context of the melodic line, 
　４ ．At the ends of melodic phrases where there was first a falling whole tone, then a rising whole tone, 
the first (falling) tone interval was usually sung correctly as a whole tone, but the second (rising) 
whole-tone interval tended to be incorrectly diminished.
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　⑵ 　「21どん～23り」（図８）の音程につい
て
　　 　「21どん～23り」では音高の変化が少
ない。原曲では「どん～ぐり」で短３度
（300セント）上がるが、新潟地方では「ど
んぐり」は頭高型アクセントで、「どん」
が高くなり、「ぐり」で下がるため、「ぐ
り」では音程が上がらない。
４．多様な表現
　これまで、全体的な傾向についてまとめた
が、個別には様々な個性的な表現がなされて
いた。言葉やリズムを自分なりに変化させる
子どももいた。Ａ３付近の低い音高で歌う子
どももあれば、Ｆ４付近の高めの音高で歌う
子どももあった。また、言葉に対して細かい
音高変化をつけて歌う場合もあった。言葉の
抑揚への感覚が中心にあり、そこから手本（原
曲）にこだわらず、子ども達一人ひとりが自
分の感覚に従って歌った結果であると考える。
Ⅳ　研究のまとめと今後の課題
　今回の実験的調査においては、基本周波数
を確定したことにより、５歳児のわらべうた
の短期記憶再生音声について、音高や音程の
観点から次の４点の特徴が見出された。
　①全体的に音程の幅を狭く取るために、原
曲より低く歌うこと。②５歳児は言葉のまと
まりごとに、その前の音の音高に近い適宜な
高さから歌い始めること。③言葉の抑揚が旋
律の動きに影響を及ぼすこと。④２度音程の
終止の場合、長２度下がってから、長２度上
行して終止音となる場合が多いが、下降する
音程に比べて、終止音に向けて上行する音程
がはっきりしない傾向があること。
　①の全体的に低い音高で歌うことについて
は、先行研究においても同様な結果が出てい
る。吉冨等５）は、保育園の４歳児と５歳児
について、１曲の中の開始音、最高音、終止
音をどの程度歌えているか評価した。その結
果、全体的には基準の音より低い音で歌って
いるが、集団での歌唱では４歳児より５歳児
の方がポイントが高いとしている。また、山
根６）によれば、各年齢の幼稚園児は概して
低い音で歌っており、年少、年中、年長と成
長につれて、音程のズレは解消される方向に
あるとしている。しかし、これらの先行研究
で使用された楽曲はわらべうたではなく、西
洋音楽の影響をうけた童謡である。
　②については、これまでこのような報告は
ない。わらべうたの最も単純な形は隣り合わ
せの２音旋律であり、その影響から次の音を
同音や長２度に近い音程で取ろうとするのか
もしれない。そうでなければ、言葉のまとま
りの中で旋律の動きを感じて歌おうとすると
いう意味で短期記憶再生音声の特徴なのか、
今後検討が必要である。
　③についてはわらべうたが日本語のアクセ
ントやリズムと深く結びついていることを示
唆する現象であると考えられる。しかし、言
葉のアクセントは地方によって異なるため、
地方によっては原曲に近い抑揚で歌われる可
能性がある。
　④についてもこれまでこのような報告はな
い。ただ、山根７）は下降音程よりも、上昇
音程の歌唱において、年少児や年中児は困難
さを示しているとしているので、歌い易さの
問題なのかも知れない。あるいは、言葉のア
クセントや、遊び方などの影響があるのかも
しれない。
　また、言葉、リズム、音程などについて、
個別には多様な表現がなされていた。今後の
研究において、個別の多様な表現についても
考察したい。
５歳児のわらべうたの短期記憶再生音声の分析
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